遠い 以前の ことで ある。 ジョヴ アン 二 .グ アスコン 

ティと いう 一 人の 青年が、 パドゥアの 大学で 学問の 研 

究を つづけよ うとして、 ィ タリ ー のず つと 南部の 地方 

はる 

から 遙ば ると 出て 来た。 

財囊の はなはだ 乏しい ジョヴ アン 二 は、 ある 古い 屋 

敷の 上の 方の 陰気な 部屋に 下宿 を 取る ことにした。 こ 

れは ある パドゥアの 貴族の 邸宅で でも あ つ たらしく、 

その 入り口の 上に は 今 はすつ かり 古ぼけて しま つ た あ 

る 一家の 紋章が 表われて いるの が 見られた。 自国 イタ 



ひとかたならぬ 注意 を もつ て 育てられた ものの ように 

見えた。 

うち 

「この 庭 は、 お 家の ものです か」 と、 ジョヴ アン 二 は 

さ 

Irt ヽ ち。 

1 一 11 口 レ / 

「ほんとうに、 あなた。 あんな 植物 なぞ はどう か出来 

ないで、 それよりも もっとよ い 野菜で も 出来ましたら 

ば …… 」 と 、老いた る リザべ ッタ 婦人 は 答えた。 「いい 

え、 そうで は ございません。 あの 庭はジ ヤコ モ- ラッ 

パチ— 二 さまが、 ご 自身の 手で 作って おいでにな リま 

す。 あの 先生 は 名高い お医者さんで、 きっと 遠い ナポ 

リの ほうまで もお 名前が ひび い ている ことと 思います _ 



ず こよりも 早く 作られた ものの 一 つで あると 判断した- 

もしそう でない とすると、 もっとも、 これ は あまり 当 

てに はならない が、 かって 富豪の 一 族の 娯楽場 か 何 か 

であった かもしれ ない。 

庭園の 中央に は 稀に 見る ほどの 巧みな 彫刻 を 施した 

大理石の 噴水の 跡が ある。 それ も 今 はめち やくち やに 

こわれて しまって、 その 残骸 は ほとんど 原形 をと どめ 

ぬ ほどに なって いるが、 その 水 だけ は 今 も 相変わらず 

噴き出して、 日光に きらきらと 輝いて いた。 その 水の 

さらさらと 流れ 落ちる 小さい ひびき は、 上に いる 青年 

の 部屋の 窓まで も 聞こえて くる。 この 噴水が 永遠 不滅 



の 霊魂であって、 その 周囲の 有為転変に は いささか も 

気 をと めずに 絶えず 歌 つ ている ものの ように 思われる 

のであった。 すなわち、 ある 時代に は 大理石 を もって 

こま 

泉 を 造り、 また ある 時 は それ を 毀って 地上に 投げ出し 

てし まうよう な、 有為転変の 姿 も 知らぬ ように —— 。 

水の 落ちて ゆく 池.' の 周囲に、 いろいろな 植物が 生 

ぃ繁 つてい るの を 見る と、 大きい 木の葉 や、 美しい 花 

の 営養に は、 十分なる 水分の 供給が 大切で あるよう に 

思われた。 池の 中央に ある 大理石の 花瓶のう ちに、 特 

かんぼく 

に きわだって 眼に つく 一本の 灌木が あった。 その 木に 

は 無数の 紫の 花が 咲 いて、 花 は みな 宝石 のよう な 光沢 



ら 培養して いる この 人 は、 果たして アダムであろう か _ 

力 A ぼく 

この 疑う ベ き 庭 造り 師は 灌木の 枯葉 を 除き、 生い 繁 

れる 葉の 手入れ をす るのに、 厚い 手袋 を はめて 両手 を 

保護して いた。 彼の 装身具 は、 単に 手袋ば かりで はな 

かった。 庭 を 歩いて、 大理石の 噴水の ほとりに 紫の 色 

を 垂れて いる あの 目 ざまし い 灌木の そばに 来る と、 彼 

は 一種の マスクで その 口 や 鼻を掩 つた。 この 木の あら 

ゆる 美し さは、 ただ その 恐ろしい 害毒 を 隠して いるか 

のように —— 。 それでも なお 危険で あるの を 知って か 

彼 は 後ず さりして マスク を はずし、 声 を あげて 呼んだ _ 

もっとも、 その 声 は 弱よ わしく、 身のう ちに 何 か 病気 



を もつ ている 人の ようで あ つ た。 

「ベア トリ— チェ、 ベア トリ 1 チェ！」 

「はい、 お父さん、 なに かご 用 …… 」 と、 向う の 家の 

窓 か ら 声量 の ゆたかな 若 やいだ 声が きこえた。 

その 声 は 熱帯 地方の 日没の ごとくに 豊かで、 ジ ョ 

ヴ アン 二 は 何と は 知らず、 紫と か 真紅の 色と か、 また 

は 非常 に 愉快な ある 香気 を も、 ふと 心に 思い浮かべた。 

「お父さん、 お 庭です か」 

「おお、 そうだよ、 ベア トリ ー チェ」 と、 父 は 答えた。 

「おまえ、 ちょっと 手 を かして くれ」 

彫刻の 模様の ついている 入り口から、 この 庭園のう 



風景な 都会の まんなかで、 こんな 美しい 贅沢な 植物 を 

自由に 見お ろす ことの 出来る 特権 を 得た の を、 青年 は 

喜んだ ので ある。 彼 はこの 花 を 通じて 自然に 接する こ 

とが 出来る と、 心 ひそかに 思った。 

見る からに 病弱の、 考え 疲れたよ うな、 ドクトル - 

ジ ヤコ モ • ラッパ チ— 二 も、 また その美し い 娘 も、 今 

は そこに は 見えなかった ので、 ジョヴ アン 二 は 自分が 

この 二人に 対して 感じた 不思議 を、 どの 程度まで かれ 

らの 人格に 負わすべき もの か、 また、 どの 程度まで を 

自分自身 の 奇蹟 的 想像 に 負わすべき もの か を、 容易に 

決定す る ことが 出来なかった。 しかし 彼 はこの 事件 全 



て、 よい 機 を 見て ドクトル • ラッパ チ— 二の 名 を 言い 

出す と、 教授 は 彼が 想像して いた ほどに は、 こころよ 

く 答えなかった。 

「神聖なる べき 仁術の 教授が …… 」 と、 ピエトロ -バ 

グ リオ— 二 教授 は、 ジョヴ アン 二の 問いに 答えた。 

「ラッパ チ ー 二 の ごとき 非常に 優れた 医者の、 適当と 

けな 

思われる 賞讃 に対して、 それ を 貶す ような こと を 言う 

の は 悪い ことであろう。 しかし 一 方に おいて、 ジョ 

ヴ アン 二君。 君 は 旧友の 子息で ある。 君の ような 有望 

のち 

の 青年が、 この 後 あるいは 君の 生死 を 掌握す るか もし 

れ ないような 人間 を 尊敬す るよう な、 誤 まった 考え を 



うなずき 合って いた。 庭園の 中央の こわれた 噴水の ほ 

とりに は、 それ を 覆うよう に 群がる 紫色の 花 をつ けて、 

めざましい 灌木が 生えて いた。 花 は 空中に 輝き、 それ 

が 池 水の 底に 映 じて 再び きらきらと 照り返す と、 池の 

水 は その 強い 反射で、 色の ついた 光り を 帯びて 溢れ出 

るよう にも 見えた。 

初めは 前に 言った ように、 庭に は 人影がなかった。 

しかし 間もなく —— この場合、 ジョヴ アン 二が 半ば 望 

み、 半ば 恐れた ごとく < の 姿が 古風の 模様の ある 

入り口の 下に あらわれた。 そうして、 植物の 列 をな し 

ている 間 を 歩み 来ながら、 甘い 香り を 食べて 生きて い 



しさ は、 彼女の 顔 を その 葉のう ちに 隠し、 きらめく 縮 

れ毛は 皆 その 花に まじって 埋められて しまう ほどで 

あった。 

マイ ■ シス タ I 

「私の 姉妹！ あなたの 息 を わたしに 下さい」 と、 ベ 

ァ トリ ー チェ は 叫んだ。 「わたし はもう、 普通の 空気 

がいやに なった のです から。 —— そうして、 あなたの 

このお 花 を 下さいな。 わたし はきつ と 大事に 枝 を 折つ 

て、 わたしの 胸の 側に ちゃんと つけて 置きます」 

こう 言って、 ラッパ チ ー 二の 美しい 娘 は 灌木の 最も 

美しい 花の 一輪 をと つて、 自分の 胸に つけようと した。 

しかし この 時、 あるいは 酒の ために ジョヴ アン 二の 意 



と 言って いいの か、 それとも 大変に 怖ろ しいと いうの 

ゝ I 

力」 

ベア トリ— チェ はなん の 気 もっかな いように、 庭 を 

さまよい 歩きながら ジ ョヴ アン 二 の 窓の 下 へ 近づ い て 

来たので、 彼女に 刺戟され た 痛烈の 好奇心 を 満足 させ 

るた めに は、 彼 は そこから 首 を 突き出さなければ なら 

なかった。 あたかも そのと きに 庭の 垣根 を 越えて、 一 

匹の 美しい 虫が 飛んで 来た。 おそらく 市中 を 迷い 暮ら 

して、 ラッパ チ— 二の 庭の 灌木の 強い 香気に 遠くから 

誘惑 さ れ るまで は、 どこ にも 新鮮な 花 を 見いだ す こと 

が 出来なかった のであろう。 



あります。 どうぞ ジョヴ アン 二 \グ アスコン ティの た 

めに、 その 花 をお つけ 下さい」 

「ありがとう ございます」 と、 あたかも 一種の 音楽の 

あふれ 出る ような 豊かな 声 をして、 半分 は 子供ら しく 

半分 は 女らしい、 嬉しそうな 表情で ベア トリ— チェ は 

ちょうだい 

答えた。 「あなたの 贈り物 を 頂戴いた します。 そのお 

礼に、 この美し い 紫の 花 を 差し上げ たいので すが、 わ 

たしが 投げても あなたのと ころまで は 届きません。 

グ アスコン ティ さま、 お礼 を 申し上げる だけで、 どう 

ぞ おゆるし 下さい」 

彼女 は 地上から 花束 を 取り上げた。 未知の 人の 挨拶 



うと 努めながら、 夢み る 人の ように 言った。 

「はい、 私 は ジョヴ アン 二 .グ アスコン ティです。 そ 

うして あなた は、 ピエトロ • バグ リオ ー 二 教授。 では、 

さようなら」 

「いや、 まだ、 まだ、 ジョヴ アン 二 -グ アスコン ティ 

君」 と、 教授 は 微笑と ともに 青年の 様子 を 熱心に 見つ 

めながら 言った。 「どうした こと だ。 僕 は 君のお 父 さ 

んとは 仲よ く 育った のに、 その 息子 はこの パドゥアの 

街で 僕に 逢っても、 知らぬ 振り をして 行き過ぎて もい 

いの かね。 ジョヴ アン 二君。 別れる 前に ひとこと 話し 

たいから、 まあ、 待ちた まえ」 



「では、 早く …… 。 先生、 どうぞお 早く …… 」 と、 ジョ 

ヴ アン 二 は、 非常に もどかし そうに 言った。 「先生、 私 

が 急いでい るの がお 見えに なりません か」 

彼が - J う 言 つてい ると ころへ、 黒い 着物 をき た 男が 

健康の すぐれぬ 人の ように 前 かがみに な つ て 弱よ わし 

い 形で たどって 来た。 その 顔 は 全体に、 はなはだ 病的 

で 土色 を 帯びて いたが、 鋭い 積極的な 理智の ひらめき 

きょろう 

がみな ぎって いて、 見る 者 は その 単なる 肉体的の 虚労 

を 忘れて、 ただ 驚くべき 精力 を 認めた であろう。 彼 は 

通りが かりに、 バグ リオ ー 二と 遠くの 方から 冷やかな 

挨拶 を 取り 交した が、 彼 はこの 青年の 内面に 何 か 注意 



あ-こ 

に懂 いすべき もの あらば、 何物で も 身 透さずに はお か 

ぬと いったよ うな 鋭い 眼 を もって、 ジョヴ アン 二の 上 

にきつ とそ そがれた。 それ にもかかわらず、 その 容貌 

に は 独特の 落ち着き があって、 この 青年に 対しても 人 

間 的で はなく、 単に 思索的 興味 を 感じて いるよう に 見 

られ た。 

「あれが、 ドクトル. ラッパ チ— 二 だ」 と、 彼が 行つ 

てし まった 時に 教授 はさ さやいた。 「彼 は 君の 顔 を 

知っている のかね」 

「私 は 知つ ている という わけではありません」 と、 ジョ 

ヴ アン 二 は その 名 を 聞いて 驚きながら 答えた。 



ジョヴ アン 二 は 廻り 道 をして、 ついにい つの 間に か 

しき い 

自分の 宿の 入り口に 来て いた。 彼が 入り口の 閾をま 

たいだと きに、 老婦 人の リザべ ッタに 出逢った。 

彼女 はわ ざと 作り笑い をして、 彼の 注意 を ひこうと 

思った が、 彼の 沸き立った 感情 はすぐ に 冷静に なって、 

ま. ぅぜ 'V 

やがて 茫然と 消えて しまったので、 その 目的 は 達せら 

れ なかった。 彼 は、 微笑 をた たえた 皺 だらけの 顔の 方 

へ 真正面に 眼 を 向けて はいたが、 その 顔 を 見て いるよ 

うに は 思われなかった。 そこで、 老婦 人 は 彼の 外套 を 

つかんだ。 

「もし、 あなた、 あなた」 と、 彼女 はさ さやいた。 そ 



に は、 不思議な、 時なら ぬ 平静が 湧いて いた。 彼 はべ 

ァ トリ— チェ か、 または その 父が そこらに いるかと 

思って、 庭の あたり を 見 まわした が、 まったく 自分 ひ 

とりで あるの を 知る と、 さらに 植物の 批評 的 観察 を は 

じめ た。 

あ る 植物 —— 否、 すべての 植物の 姿態が 彼に は 不満 

であった。 その^ 爛 なること も あまりに 強烈で、 情熱 

的で、 ほとんど 不自然と 思われる ほどであった。 たと 

えば、 ひとりで 森の 中 を さまよつ ている 人が、 あたか 

も その 茂みの 中から この 世の ものと も 思われぬ 顔が 現 

われて、 じろ りと 睨まれた 時の ように、 その 不気味な 



句い について、 ずい ぶんご 造詣が 深 いそうで はあり ま 

せんか。 いかがです、 わたしの 先生に なって 下さい ま 

せんか。 そうすると、 わたし は ラッパ チ ー 二 先生の 教 

え を 受ける よりも、 も つ と 熱心な 学生になる のです が 

…：- J 

「そんな いい加減な 噂が あるので しょうか」 と、 ベア 

き 

トリ— チ ェ は 音楽 的な 愉快な 笑い 方 をして 訊いた。 

「わたくしが 父に 似て 植物学に 通じてい るな どと、 世 

間で は 言って おります か。 まあ、 冗談でしょう。 わた 

くし はこの 花の なかに 育ちました けれど、 色と 句い の 

ほかに は、 なんにも 存じません のです。 その 貧弱な 知 



において 相違して いると ころが あるか もしれ ません。 

けれども、 ベア トリ— チェ. ラッパ チ— 二の くちびる 

から 出る 言 葉 は、 心の奥底から 出る 真実の 言葉 です か 

ら、 あなた は それ を 信じて 下す つ て もよ ろし いのです」 

彼女の 容貌に は 熱誠が 輝いて いた。 その 熱誠 は 真実 

そのものの 光りの ように ジョヴ アン 二 の 意識の 上に も 

輝いた。 しかし、 彼女が それ を 語って いる 間、 その 周 

囲の 空気のう ちに は、 消え やすく は あるが 豊かな い い 

匂いが ただよって いたので、 この 青年 はなん とも 知れ 

ぬ 反感から、 努めて その 空気 を 吸わない ようにし てい 

た。 



ある。 彼 は ラッパ チ ー 二の 庭 を 夢み て、 あかつき がそ 

の 庭に 眠って いる 花 をよ び醒 ますまで は、 安らかに 眠 

る ことができなかった。 

時が 来る と 日 は 昇って、 青年の まぶたに その 光り を 

投げた。 彼 は 苦しそう に 眼 を さました。 まったく 醒め 

たと き、 彼 は 右の 手に 火傷 をした ような、 ちくち くし 

た 痛み を 感じた。 それ は 彼が 宝石の ような 花 を 一 つ 取 

ろうとした 刹那に、 ベア トリ ー チェに 握られた その 手 

であった。 手の 裏に は、 四 本の 指の 痕の ような 紫の 痕 

こヌし おや o- / 

があって、 拳 の 上に は 細い 拇指の 痕 らしい もの も あつ 

た。 



だ」 

ジョヴ アン 二の 顔に は、 いろいろな 感情の 争い を か 

くす ことが 出来なかった。 教授が、 清く 優しい ラッパ 

チ ー 二の 娘 を 指して 言った 言葉の 調子が、 彼の 心に^ 

な 感じ を あたえた。 しかも 自分と はまる で 反対の 見方 

をして いる 教授の 暗示が、 あたかも 百 千の 鬼が 歯 をむ 

き 出して 彼 を 笑って いるよう な、 暗い 疑惑 を 誘い出し 

たので ある。 彼 は 努めて その 疑い をお さえながら、 ほ 

ん とうに 恋人 を 信ずる の 心 を も つ て、 バグ リオ ー 二に 

答えた。 

「教授。 あなた は 父の 友人でした。 それです から、 た 



的な 疑惑の 前に 降伏 〔# 「伏」 は 底本で は 「状 匕 し、 そ 

れが ためにべ ァ トリ— チェに 対する 純潔な 心象 をけ が 

した。 彼女 を 見限った というの ではない が、 彼 は 信じ 

られ なくなつ たので ある。 

彼 は 一度 それ を 試みれば、 すべてに おいて 彼 を 満足 

させる ような、 ある 断乎たる 試験 を 始めようと 決心し 

た。 それ は、 ある 怪異な 魂な くして は ほとんど 存在す 

ると は 思われな いような 恐ろしい 特性が、 はたして 彼 

女の 体質のう ちに ひそんで いるか どうかと いう こと を 

試験す る ことであった。 遠方から 眺めて いるの ならば、 

蜥蜴 や、 昆虫 や、 花に ついて、 彼の 眼 は 彼 を あざむい 



学問です。 いいえ、 いいえ、 ジョヴ アン 二 .：：• 。 それ 

はわた くしではなかった のです。 けっして、 わたくし 

ではありません。 わたくし は あなた を 愛する あまり、 

ほんのち つとの あいだ、 あなたと 一緒にい たいと 思つ 

ただけ です。 そうして、 ただ あなたのお 姿 を、 わたく 

しの 心に 残して お別れ 申そうと 思って いたのです。 

ジョヴ アン 二 …… 。 どうぞ わたくし を 信じて ください- 

たとい わたくしのから だは、 毒薬で 養われて いても、 

心 は 神様に 作られた もので、 日に ちの 糧 として 愛 を 熱 

望して いたのです。 けれども、 わたくしの 父 は …… 父 

は、 学問に 対する 同 11、 その 恐ろしい 同晴 で、 わたく 



たのち に、 この 世の 結合、 この 世の 幸福が あり 得る よ 

こ 4a" 4t 力ま ま 

うに 考える の は、 なんという 強い、 また 我儘な 卑しい 

心であろう。 いや、 こんな 望み は、 しょせん 考えられ 

ない ことで ある。 彼女 は 恋に 破れた る 心 をいだ いて、 

現世の 境い を 苦しく 越えなければ ならない。 彼女 は そ 

の 心の 痛手 を 楽園の 泉に ひたし、 または 不滅の 光りに 

照らさせて、 その 悲しみ を 忘れなければ ならない ので 

ある。 

しかし、 ジョヴ アン 二 は それに 気がつかなかった。 

「愛する ベ ァ トリ— チ ェ …… 」 

彼女が いつもの ように 近づく こと を 恐れた にも かか 
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